
 
 
 
 
 

 
北海道で開かれた洞爺湖サミットによってわたしたちは「環境問題」を

改めて考えさせられました。 
今年度、私は環境調査特別委員会の委員長になり、地球温暖化対策や

省エネルギービジョン等の先進都市視察も含め、宝塚市環境基本計画の

実現に向けた取り組みをすすめています。 
まずは、普段の生活の中で自分にできることから…と、なるべく車を

使わず、マイバッグを持ち、冷房も控えて、CO2 を減らす努力を続けて

いこうと思います。 
 

 
 
 

４月  ６月  
２日 
５日 
６日 

 
 
 
 
 
 

１３日 
１８日 
２５日 
２６日 
２９日 

近畿・中国ブロック女性議員ネットワーク会議（神戸） 
アピア オープニングセレモニー 
花まつり 高松会館落成式典 
 
 
 
 
 
 
６区総支部総会 
郷土史研究会 
連合北阪神フォーラム 
花と緑のフェスタ 
大阪・憲法ミュージカル 

１日 
5～6 日 

9～10 日 

12～13 日 

16 日 

14 日 

 

15 日 

18 日 

19 日 

23 日 

24～25 日 

26 日 

27 日 

30 日 

宝塚市民カレッジ「宝塚学」記念講演 
６月定例市議会本会議 
６月定例市議会本会議 
常任委員会 
常任委員会 
体育協会総会  
宝塚市民カレッジ「宝塚学」講座 
市村浩一郎国政報告会 
New Education Expo 2008（大阪） 
国際観光協会懇談会 
議会運営委員会 
６月定例市議会本会議 
労働問題審議会 
議会研修会 
近畿・中国ブロック女性議員ネットワーク会議（神戸） ５月  

８日 
１１～１２日 
１２～１３日 
１４～１５日 

２２日 
２３日 
２７日 
３０日 
３１日 

宝塚市退職教職員の会 
民主党女性議員ネットワーク会議(東京) 
地方議員フォーラム 
会派視察（北海道函館市・栗山町） 
兵庫教育文化研究所会議 
市議会本会議 
兵庫県民主教育政治連盟幹事会 
阪神政策研究会 
連合兵庫政策フォーラム 
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１．認定子ども園について 

２．教育環境整備について 

①西谷幼稚園に保育所機能を付加し

た「認定こども園」が、２００９

年４月に開設される予定になって

いるが、その意義と目的は。 
②今までとは全くちがう、新たな選

択肢としての「認定子ども園」に

対する宝塚市民のニーズをどのよ

うに把握しているのか。 
③「認定子ども園」実現にむけては、

子どもが健やかに育成される教育

環境の整備が必要であるが、その

状況は。 

①ＡＬＴは、学校現場においてどのような教育

効果をもたらしているのか。 

②本市が、配慮の必要な子どもに対しておこな

っている、「子ども支援サポーター事業」は、

子どもや保護者・地域住民・教職員から高く

評価されている。また、コーチングサポータ

ー、支援ボランティアも配置され、食物アレ

ルギー対応や、特別支援学級の子どもの介助

員配置についても、順次進んできている。し

かしながら、個別配慮を必要とする子どもは、

年々増加しており、現場からの要請に対して

はまだまだ充足数には達していないのが現状

である。これら、教育における「人的支援」

についての今後の方向性は。 

〈教育長答弁〉 

①中学校１校に１名配置。英語担当教員との

連携で、生徒一人ひとりの学習状況を把握

し助言。高校受験に関しての英語指導、英

検受験の面接指導、英語スピーチ指導等を

おこなっている。実践力のある英語能力の

育成に大きく貢献している。 

②心理相談員を小学校全校に配置し、特別支

援学級介助員も７名増員した。また、校外

行事で延べ１６３人、水泳指導で延べ３７

６人の介助員を配置した。今後も可能な限

り充実させていきたいと考えている。 

よりよい教育環境整備のため、最大限の工夫と努力をすること、また、子どもの立場に

立った施策として進めるための必要な予算措置を要望する。 

ＡＬＴも子ども支援サポーターも、子どもたち

にとって必要な人材である。今後も人材確保は重

要な課題である。資質向上と共にメンタルヘルス

ケアと、職場内のコミュニケーションをどう図っ

ていくかという点など、安心して働くための環境

整備を要望する。 

〈市長答弁〉 

①若い世代の定住化促進の観点など、西谷地区の保育需要

に応えるとともに、園児数が、減少している同園の活性

化にもつながる。また、就学前の子どもに、幼児教育と

保育を一体的に提供し地域における総合的な子育て支援

を行うことが可能になる。 

②平成１９年９月、西谷地域で同園の対象となる子どもの

いる世帯にアンケート調査を行った結果、約７０％の世

帯から利用希望があった。一方、保育料や保育サービス

の内容などの詳しい説明を求める声もある。 

③０歳から５歳児まで１２名程度を新たに受け入れること

としており、市基準に基づき保育士を配置する。施設設

備は、保育室改修と乳幼児トイレや沐浴漕、配膳室兼調

乳室を設置する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥医療費抑制政策によって、日本は長年、医

療費後進国から脱することができない。こ

のような医療の状況の中での、さらなる追

い打ちともいえる「後期高齢者医療制度」

について再度市長の見解を伺いたい。 

〈市長答弁〉 

⑥お年寄りを粗末に扱っておるんじゃないかとい

う印象を強くもつ。この制度自体は、若い人も含

めてみんなで助け合う制度として英知を絞って

考えていかなければならないと認識している。 

〈市長答弁〉〉 
①負担能力を勘案しつつ、現役世代と高齢者とで共に

支え合うためのものであり、その方向性は妥当なも

のであると考えている。 
②従来と比較して一概には言えないが、国保からの移

行では、年金所得約４００万円までであれば減額、

それ以上の年金額であれば増額となる。 
③健康審査に対しては一定の助成があるが、人間ドッ

クは助成対象となっていない。財政状況を踏まえ慎

重に検討する必要がある。 
④高齢者担当医制度は、変更することも、他の医療機

関にかかることも可能。 

①７５才以上を切り離したこの制度につ

いて、高齢者の方々は、「自分たちが差

別された。冷遇された。」と感じている。

市長の見解は。 
②保険料負担がどう変わったのか。宝塚

市の実態把握は。 
③人間ドック補助の今後の方向性は。 
④かかりつけ医制度については「医療の

質が低下するのではないか」との不安

が広がっている。今は選択制だが、将

来的には強制になるのではないかとも

言われているが。 

３．後期高齢者医療制度について 

〈市立病院長答弁〉 

⑤終末期相談支援料について。一般的に、終末期医療の判断、定義というものはないが、がん患者につい

て言えば、終末期とは、ガンが進行して、回復の見込みがなく、お亡くなりになるのが近い状態を指す

と考えている。がん患者の終末期医療としては、緩和ケアが注目されている。疾病の治癒を目指す従来

の医療とは異なり、緩和ケアは、患者の症状改善を目指す患者中心の医療といえる。   

～中略～ 

   本院では「できるだけ長く生きたい、苦しみたくない、残された時間を大切に生きたい」という患者

の思いを大切に考えて、診療を行うという理念に基づき、緩和ケアチーム、緩和ケア病床、緩和ケア科

を立ち上げ、診療を行っている。 

  本院では従来から後期高齢者に限らず、終末期において安心した療養生活を送れるよう

に、患者とその家族、主治医、看護師長、担当看護師、医療福祉相談員と、在宅時のかかり

つけ医となる開業医、訪問看護ステーションの訪問看護師とによる合同カンファレンスを行

っている。後期高齢者終末期相談支援料については、その内容を文書化してお渡しする必要

がある。生命予後に関する重大な事柄が、文字になることへの患者への心理的悪影響を考慮

して、緩和ケアが患者中心の医療であることを考慮して、現時点ではこれを算定していない。 

⑤終末期相談支援料は医師が終末期における治

療方針を、患者や家族と話し合い文書にした

場合、診療報酬が得られるというものである。 
延命治療を、リビング・ウィルとして「希望

する、か、希望しない」の選択をせまるもの

であるといわれているが、どのようにとらえ

ているか。 



 

 

 

2008/5/8 
宝塚市退職教職員の会「春の催し」 

龍野と姫路 バスツアー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
快晴の一日。まぶしい光に緑は豊かさを増

し、何もかもがいきいきして鮮やかで気持ちよ

かったです。 

2008/5/15 
議会運営の規範を定めた「議会基本条例」を

全国初で制定した北海道栗山町 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市民ネット宝塚の９議員で視察。人口 14,000

人の栗山町には全国から２５０団体が視察に

訪れているそうです。「首長と車の両輪」をな

す「二元代表制」のもとでの議会のあり方がよ

く分かりました。 
＜栗山町議会基本条例の主な内容＞ 
①町民と意見交換する「一般会議」の設置 
②議案に対する議員の賛否公表 
③「議会報告会」の義務化 
④政務調査費の透明性の担保 
⑤議員の政治倫理を明記    等 

議会を討論と情報の広場へと変えるため、そ

して住民に信頼される議会・議員となるための

方向性が示されています。 

◇発行人◇ 北野さと子 
◇連絡先◇ 
〒665-0034 宝塚市小林２丁目 12-27-209 

Tel&Fax 0797-73-4556 
ホームページ http://www.kitanosatoko.com/ 

2008/5/3 
いつもの早朝活動ではなく、お休みの日の

お昼どきは時間がゆったり流れていて、風も

さわやか、まぶしい光がキラキラ。 
 高齢の方や家族連れの方々にも受け取っ

ていただき、何人かとお話もできました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阪急逆瀬川駅 レポート配布活動 

2008/6/16 地産地消先進地視察：「パスカルさんだ」 
川上伊丹市議・檜田三田市議・北野・尾仲明石市議 
特産品の母子茶（ひわださんの地元のお茶♪） 

  
 
 医師不足、病院崩壊が進む大きな要因は、政府

の医療費抑制政策によるものです。後期高齢者医

療制度により、さらに医療の質の低下が懸念され

ます。７５歳で区切るのではなく、公平な医療保

険制度の再構築を求めます。 


